










在宅医療という言葉から国民がいちばん最初に抱くイメージは,多分在宅医療の最大の対

象者である寝た切り老人のイメージであろう。しかし,在宅医療という言葉は,すでに医療

の全ての分野様々な意味で使われている。

我々は,早期在宅ケアに関する研究を開始するに当り「在宅医療」の定義をはっきりする

必要があると考えた。そこで,これまでに「在宅医療」「在宅ケア」という言葉で語られる

医療,ケアはどのようなものを包括しているのか文献的な調査を行なった。さらに小児在

宅ケアにおいて特に近年注目されている「在宅呼吸管理」に関する研究に焦点をあて,こ

れまでの研究成果に検討を加えた。以下にその調査結果について報告し,「在宅医療」「在

宅ケア」の現状に関する問題点について考察を加えた。


